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UEP 符号(UEP-LDPC 符号)も提案されている． 
 しかし,これら UEP 符号の構成に関する研究に比べてその復号に関する研究はあまり行われて
おらず,そのため UEP 符号としての能力を十分に発揮できていない可能性がある． 
 本研究では,まず UEP-LDPC 符号の各ビットの誤りの分布と検査行列の構成について着目す
る．LDPC符号の代表的な復号法である Sum-Product復号法を基とした復号法の１つに Shuffled 






BP 復号法を基とした２つの復号手順の提案を行う．また提案手法が従来法よりも UEP-LDPC 符
号に適していることを示すため,計算機シミュレーションによって従来法との比較・評価を行う．
 
